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開会 午後１時３０分 

 

伊藤委員長   皆様、こんにちは。ご苦労さまである。 

 ただいまから平成２４年第６回小金井市教育委員会定例会を開

会する。 

 日程第１、会議録署名委員の指名。本日の会議録署名委員は、宮

本委員と鮎川委員にお願い申し上げる。 

 

（委員一同異議なく、上記２名が選出された。） 

 

伊藤委員長   次に、日程第２、議案第２３号、教育委員会事業場安全衛生委員

会委員の任命についてを議題とする。 

 提案理由について、ご説明をお願いする。 

 

津幡教育長   提案理由についてご説明する。 

 教育委員会事業場安全衛生委員会において、小金井市職員安全衛

生管理規則第２１条第４号に基づく総括安全衛生管理者等の指定

する安全管理者が、平成２４年４月１日付け人事異動により欠員と

なったため、新たに委員を任命する必要があることから、本案を提

出するものである。 

 細部については担当から説明をするので、よろしくご審議の上、

ご議決賜るようお願い申し上げる。 

 

関庶務課長   細部についてご説明する。 

 教育委員会事業場安全衛生委員会については、教育委員会におい

て働く職員の安全と健康を確保するとともに、快適な職場環境の形

成を促進するため、労働安全衛生法の規定に基づいて規定された小

金井市職員安全衛生管理規則第１９条から第２８条までの規定に

おいて設置及び運営体制等の取り扱いについて定められていると

ころである。 

 平成２４年４月１日付けの人事異動に伴い、小金井市職員安全衛

生管理規則第２１条第４号の規定に基づく総括安全衛生管理者等

の指定する安全管理者が欠員となったため、本案を提出するもので

ある。 

 新たに任命する委員は、指導室長の河合雅彦さんである。委員の



 -２-

任期は平成２４年５月２２日から平成２５年１１月１８日までと

なっている。 

 細部の説明については以上である。よろしくお願いする。 

 

伊藤委員長   ありがとう。 

 何かご質問、ご意見等、あるか。よろしいか。 

 それでは質疑を終了させていただく。 

 お諮りする。 

 議案第２３号、教育委員会事業場安全衛生委員会委員の任命につ

いては原案のとおり可決することにご異議はないか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

伊藤委員長   異議なしと認め、本件については原案のとおり可決することと決

定する。 

 次に、日程第３、議案第２４号、小金井市私立幼稚園等園児保護

者補助金の交付に関する条例の一部を改正する条例の制定依頼に

ついてを議題とする。 

 提案理由をお願い申し上げる。 

 

津幡教育長   提案理由についてご説明する。 

 外国人登録法の廃止及び住民基本台帳法の一部を改正する法律

の施行に伴い、規定の整備を行う必要があるため、本案を提出する

ものである。 

 細部については担当から説明するので、よろしくご審議の上、ご

議決賜るようお願い申し上げる。 

 

前島学務課長  細部についてご説明申し上げる。 

 外国人住民が新たに住民基本台帳法適用となり、外国人登録法が

廃止されるための整備となっている。 

 ただし、現行の外国人登録原票では、短期滞在など、９０日以内

の滞在であっても外国人登録を行うことができたが、新制度におい

ては、３月以下の在留期間が決定された方、短期滞在の在留資格が

決定された方は住民基本台帳に記録されないということから、従来、

保護者補助金の補助対象としている短期滞在の外国人の方もその
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まま対象としたく、補助対象者の範囲が変わらないように現行制度

の維持をする改正という形となっている。 

 それでは、資料の新旧対照表をごらんいただきたいと思う。 

 第２条第６号になる。右側の現行条例のほうでは、外国人登録法

に規定する外国人登録原票、関連部分が載っているが、それを削除

し、左の改正条例のほうでは、外国人登録法の短期滞在者と同じ出

入国管理及び難民認定法第１９条の３第１号もしくは第２号に規

定する者という規定を加えさせていただいて現行制度を維持する

ような規定の整備をさせていただく。 

 また、第２条の２及び第５条では、住民基本台帳への記録という

形となるので、外国人登録法の登録という用語が不要となるので、

それに関して整備をしているものとなっている。 

 また、付則、施行期日であるが、外国人住民の住民基本台帳制度

が施行される７月９日を施行日とする。 

 また、付則では、平成２４年４月１日から施行日前に外国人登録

原票に登録していた方についても補助対象とする経過措置を設け

ている形である。 

 雑駁であるが、説明は以上である。 

 

伊藤委員長   ありがとう。 

 説明があったが、何かご質問あるか。 

 

鮎川委員長   質問ではなくて、お願いである。小金井市には外国人の方が多く 

職務代理者  いらっしゃらないと思うので、私立幼稚園の経営者の方などがこの

変更点をよくご存じないと漏れてしまう方が出てしまうかもしれ

ない。そのあたりのフォローをお願いしたい。 

 私も海外に住んでいたとき、法律の言葉が難しくて、外国人にと

って法律の改正により手続をしたほうがよいのか、しなくてもよい

ものなのかも大変わかりにくかった経験がある。少数であるからこ

そわかりにくいところ、よろしくお願いする。 

 

前島学務課長  幼稚園を通して申請をいただく形になっているので、幼稚園のほ

うにも、今までと制度的には変わらないような変更であるが、改め

て周知させていただきたいと思う。 

 



 -４-

鮎川委員長   よろしくお願いする。 

職務代理者 

 

伊藤委員長   ありがとう。 

 小学校の場合は、小金井市では外国人に対してかなり詳しい学校

の様子とか状況を説明した案内文書は、何カ国語もそろっているが、

こちらにも補いがあると、外国からの転入にあたって小金井に行き

たいなと思わせる街になるのかなと思う。というのは、そういう整

備が整っているという区市には、問い合わせがたくさんあることを

経験したので、だれにも優しい親切な街というのも大切なことかと

感じている。 

 それでは、お諮りする。 

 議案第２４号、小金井市私立幼稚園等園児保護者補助金の交付に

関する条例の一部を改正する条例の制定依頼については原案のと

おり可決することにご異議はないか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

伊藤委員長   異議なしと認め、本件については原案のとおり可決することと決

定する。 

 次に、日程第４、議案第２５号、小金井市私立幼稚園等園児保護

者補助金の交付に関する条例施行規則の一部を改正する規則を議

題とする。 

 提案理由について、ご説明をお願いする。 

 

津幡教育長   提案理由についてご説明する。 

 就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関

する法律及び児童福祉法の一部改正に伴い、規定を整備する必要が

あるため、本案を提出するものである。 

 細部については担当からご説明するので、よろしくご審議の上、

ご議決賜るようお願い申し上げる。 

 

前島学務課長  細部についてご説明申し上げる。 

 議案第２５号資料、新旧対照表をごらん願う。 

 第５条の表があるが、第２子以降の欄の中の（２）のイについて
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は、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に

関する法律が一部改正され、平成２４年４月１日施行されたことに

より、同法の第３条の２項の規定、幼保連携施設の認定にかかる規

定の部分であるが、改正により第３項に規定された。そこの用語の

整備をさせていただいている。 

 また、改正前に、同法同条第３項の規定、こちらは施設の認定の

公示に関する規定の部分であるが、法の改正により第５項に規定さ

れたという形の用語の整備を行っている。 

 また、次のページにいくと、（４）がある。こちらは児童デイサ

ービスや障害種別ごとに分かれた施設体系があったものが、児童福

祉法の改正によって児童福祉法に動いて一元化され、通所などの利

用形態別に名称が変わっている。その関係で用語を整備させていた

だいているところである。 

 また、備考については、従来、障害種別の通所施設をおのおのう

たっていたが、（４）において、新しい規則を見ていただくと、児

童発達支援、医療型児童発達支援という、通所型のサービスに一元

されたという形になるので、おのおの施設の説明が不要となるので、

備考については削除という形にさせていただいている。 

 こちらの施行期日については、公布の日から施行するという形で

ある。 

 なお、経過措置で、平成２４年度、既に決定した者はいないが、

この規則施行後の決定の分について、こちらの規則を適用するとい

う形の経過措置を設けさせていただいている。施行日前に決定とい

うものがないので、何ら影響はないという形となっている。 

 雑駁であるが、説明は以上である。 

 

伊藤委員長   ありがとう。 

 質問はあるか。よろしいか。 

 それでは、お諮りする。 

 議案第２５号、小金井市私立幼稚園等園児保護者補助金の交付に

関する条例施行規則の一部を改正する規則は、原案のとおり可決す

ることにご異議はないか。 

 

（委員一同異議なしの声） 
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伊藤委員長   異議なしと認め、本件は原案のとおり可決することと決定する。 

 次に、日程第５、報告事項を議題とする。 

 順次担当からご説明をお願いする。 

 まず、報告事項１、中学校合唱鑑賞教室について、お願いする。 

 

平田指導主事  中学校合唱鑑賞教室についてご報告する。 

 本年度は５月１１日金曜日、午後２時から３時３０分まで、武蔵

野市民文化会館大ホールで合唱鑑賞教室が開催された。この合唱鑑

賞教室には中学校２年の生徒７３３名が集まり、瀧廉太郎作曲の

「花」、朝鮮民謡の「アリラン」や、オペラミュージカルの名曲「カ

ルメン」より、合唱を鑑賞することができた。 

 また、「夢の世界を」という曲の全員合唱では、二期会合唱団が

客席通路、２階席通路まで並び、生徒とともに合唱した。中学生ら

しいすがすがしい伸びのある歌声がホールに響いた。 

 鑑賞中の生徒は鑑賞態度もよく、合唱団の歌声に聞き入る様子で

あった。 

 今回の中学校合唱鑑賞教室は、二期会合唱団の合唱を聞くという

貴重な経験を通して、プロオペラ歌手へのあこがれや、音楽を愛す

る心情や豊かな情操をはぐくむことができたと考える。また、鑑賞

態度や公共の場でのマナーについても指導が行き届いていた。 

 私からの報告は以上である。 

 

伊藤委員長   よろしいか。市民ホールでできるとよろしかった。ありがとう。 

 報告事項２、海の移動教室について、お願いする。 

 

神田指導    海の移動教室についてご報告する。 

室長補佐    平成２４年度の海の移動教室であるが、５月１４日に出発した東

小学校を皮切りに、６月１１日、最後に出発をする第四小学校まで、

市内すべての小学校で実施してまいる。東小、前原小が無事終了し、

現在、本町小学校が海の移動教室を実施している、本日は２日目で

ある。 

 今回の再開については、平成２３年１０月に教育委員会事務局が

実施した実地踏査の結果や、勝浦市役所、千葉県立海の博物館との

防災、安全対策についての情報交換を経て、平成２３年１２月２日

付け、事務連絡、海の移動教室の再開についての通知を各学校に通
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知し、再開したものである。 

 本年度に入ってからも、再度４月２６、２７日に現地、鵜原へ行

き、安全の確認をしてまいった。 

 各校の現地における安全対策については、平成２４年４月に海の

移動教室運営委員会が各校児童の活動場所や避難場所、避難経路に

ついて安全対策の確認を再度行った。今回再開された海の移動教室

では、一人一人の児童が現地の自然観察や、まち見学を通して、学

習内容への興味関心を高め、理解を深めてほしいと考えている。さ

らに２泊３日の集団生活の中で規律や協力、奉仕の精神を学んでほ

しいと考えている。 

 報告は以上である。 

 

伊藤委員長   ありがとう。 

 ご質問、あるか。 

 質問よろしいか。今、２校が終わり、３校目を実施しているとい

うことで、３校実施であるが、移動教室であるので全員参加が前提

だと思うが、ご家庭のご事情、ご心配の様子から欠席する、不参加

というようなことはあったのか、なかったのか。 

 

神田指導    現在のところ、いない。体調不良で欠席というのは聞いている。 

室長補佐    

 

伊藤委員長   体調はいつものことである。 

 大変緻密な安全への対策がなされた結果だろうなと思う。ありが

とう。 

 他にあるか。いいか。 

 では、次に移る。報告事項３、竜巻注意報への対応について、お

願いする。 

 

関庶務課長   まず、庶務課から口頭にて報告させていただく。 

 先般、竜巻によって茨城、栃木地方で甚大なる被害が出た。この

ことは日本での竜巻被害の恐ろしさ、甚大さを改めて我々知ったこ

とだと思う。５月１０日に東京都の竜巻注意報が発令された。それ

を受けて、庶務課施設係では、施設面での安全体制ということで、

各学校に注意喚起文書を出している。何かあったら施設係まで連絡
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をということで文書を流した。従来は、台風等、警報が発令された

場合は、このような対応をとらせていただいたが、やはり竜巻とい

うものがどこで発生するかわからないということもあったので、こ

のような対応をさせていただいた。幸いなことに、施設面で、竜巻

はなかったので特に被害の報告はなかったということである。 

 庶務課からは以上である。 

 引き続いて、指導室のほうで報告させていただく。 

 

神田指導    平成２４年５月１０日１３時４２分に気象庁から東京都竜巻注意 

室長補佐   報第１号が発表された。内容は、東京地方では竜巻発生のおそれが

あり、竜巻は積乱雲に伴って発生する。雷や風が急変するなど、積

乱雲が近づく兆しがある場合には、頑丈な建物なりに移動するなど、

安全確保に努めてほしいとのことであった。 

 指導室では、前日の平成２４年５月９日付け事務連絡にて各学校

に、児童・生徒、教職員等の安全確保の徹底について通知を送付し、

注意喚起をし、児童・生徒、教職員等の安全確保への対応について

お願いをしたところである。 

 落雷や竜巻等の激しい突風、急な強い雨のおそれがあるため、野

外活動には十分注意をすること。発達した積乱雲の近づく兆しがあ

る場合には建物内に移動するなど、安全確保に努めること。急な降

ひょう等のおそれがあるため、今後発表される注意報、竜巻注意報、

気象情報等に十分留意し、建物内に移動し、窓に近づかないなど安

全確保に努めること。また、施設の管理にも十分注意をし、事前に

対策をとること。登下校中の急な気象状況の変化にも対応できるよ

う、児童・生徒には自分の命は自分で守ることを徹底し、身の守り

方や、落ち着いて行動する避難行動について発達段階に応じて適切

に指導すること。指導に当たっては、東京都教育委員会の安全教育

プログラム、平成２４年３月等を活用すること。次の雷と突風及び

降ひょうに関する東京都気象情報等の情報に十分留意し、教職員の

退勤時間等の安全確保に努めることを依頼した。 

 また、東京都竜巻注意報第１号の発表を受けて、ファクシミリと

電話で各小・中学校へ東京都竜巻注意報が発表されたこと及び詳し

くは気象庁のホームページ等で確認をしていただくこと、さらに前

日の、先ほどご説明をした通知の内容を参考にして、児童・生徒、

教職員等の安全確保への対応についてお願いをした。 



 -９-

 当日は幸いにも大きな被害等はなかった。 

 報告は以上である。 

 

伊藤委員長   丁寧なご対応、大変だったと思うが、ありがとう。 

 何かあるか。 

 

鮎川委員長   ２つ質問してよいか。 

職務代理者   １つ目であるが、学校では、今、注意報や警報が、朝何時に出た

らば、本日は休校などの決まりがあると思うが、竜巻に関してもほ

かの注意報や警報と同じような扱いに今後なるのか。 

 

関庶務課長   今、学校防災計画を配らせていただいている。その中で、暴風警

報、警報でも、大雨洪水ではなく、暴風警報が発令された場合は、

７時の段階で発令されたら休校という形の対応をさせていただい

ている。 

 竜巻というのが、あくまでも注意報なので、学校の対応としては、

竜巻注意報が出たら休校とか、そういう対応は今はとっていない。 

 

河合指導室長  補足させていただく。 

 今、庶務課長から説明があったが、防災計画のそういったことを

定めながら、学校の安全確保に取り組んでいるところである。竜巻

については、先般、ああいう大きな事故が、予想もしないようなこ

とが起きた。であるので、この内容についても、少しずつ、やはり

東京でも３.１１のような地震があったり、また、急な竜巻のよう

な事故が起きているから、子どもの安全を第一に考え、少しずつそ

ういった体制も考えていけたらと思っているところである。 

 以上である。 

 

鮎川委員長   ありがとう。 

職務代理者   素人なので気象のことはよくわからないが、竜巻はとても怖いと

思うので、よろしくお願いする。 

 質問が長くて申しわけない。２点目であるが、学校などの施設で

は、耐震工事も完了していると思うが、竜巻で危なそうな施設とい

うのはないのか。質問が漠然としていて、すまない。 
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関庶務課長   耐震は２０年度で完成しているが、その他、地震以外の、学校側

から指摘があれば特に修繕するという形ではしている。 

 

河合指導室長  安全かどうかというのはある面難しいところだと思っている。今

回の竜巻を見ても、直撃されたところは相当な被害を受けている。

耐震工事については、学校は安全だと思っているが、こういった竜

巻等が急に来た場合の体制については、先ほど触れたように、これ

から考えていかなくてはいけないところかと思う。ただ、私たちと

しては、ああいったことが起きるときは、例えば窓から離れるとか、

安全な場所に避難するとか、そういった教育も踏まえて指導しなが

ら対策等を考えていけたらと思っている。 

 以上である。 

 

鮎川委員長   ありがとう。 

職務代理者   小学校などでは防災マップをＰＴＡの皆様がつくっていらして、

通学路の中で地震で危ないブロックなどをチェックしていらっし

ゃる。竜巻の被害の後、保護者がこのトタンは危ないのではないか

とかをチェックしていらっしゃるそうだが、実際、学校の中は大丈

夫なのかしらというようなご心配の声を二、三伺った。そこで、先

の質問をさせていただいた。 

 

伊藤委員長   ありがとう。 

 何が安全で何が危険か予想ができない、何が起こっても不思議で

ないような天変地異があるので、確実な安全はないかもしれないが、

できるだけ安全かもしれないというところに、みんなの知恵を出し

合っていきたいと思う。その意味では、それをご指導くださる指導

室、施設担当のほうも大変だと思うが、よろしくお願いする。 

 よろしいか。 

 それでは、その他に移らせていただく。 

 学校教育部から、ほかに報告事項等、あるか。 

 

尾上学校    特にない。 

教育部長 

 

伊藤委員長   生涯学習部からは。 
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井上生涯    過日、金田選手のオリンピック出場壮行会があり、この委員さん 

学習課長   の中にも出席された方もいらっしゃると思うが、ご報告させていた

だく。 

 金田選手の壮行会が５月１６日水曜日、１３時３０分から小金井

市交流センター小ホールで、第１部が式典、第２部が懇親会という

形式で行われた。参加者の詳細については、まだ正式には把握でき

ていないが、受付に記載された人数でいうと、第１部については１

０２人、第２部が７５人ということである。実際にはもう少し多か

ったかなと思っている。第１部については、来賓からの激励のあい

さつから始まり、選手紹介では、小・中学校の同級生の選手紹介が

あり、小学校時代からのやんちゃなエピソード等の紹介があり、金

田選手も楽しそうにしていて、笑顔も見られた。また、校長会から

も９人の校長先生が出席されて、出身小・中学校の二小と一中であ

るが、在校生徒の方から寄せ書きが送られたということである。 

 それから、第２部については、オリンピックの出場を決めた映像

を見たり、小学校時代に所属していた野球チームの児童の方１１人

のエールを受けて、金田選手も楽しそうにしていた。金田選手が帰

るときに見送った方に聞いたところ、本人はとても喜んでいたと、

にこにこして帰っていったということであった。 

 また、別件であるが、金田選手を応援するために、市として、５

月１０日の木曜日に交流センターの北側に懸垂幕を設置している。

それから、第二庁舎の玄関においても、手づくりのポスターとか写

真等を張ったパネルを設置して応援しているところである。 

 以上で報告を終わる。 

 

伊藤委員長   ほかにないか。 

 もしよろしければ、私からよいか。 

 今後の日程の前に、昨日、９月９日に行われる科学の祭典の運営

委員会があった。平田指導主事がご出席くださっていたが、今年も

中学生の作品を応募するが、夏休み中につくった自由研究を指導室

のほうでお手伝いくださり、会場に運んでくださったりするという

ことである。審査に当たられる農工大学の先生から、毎年子どもた

ちの作品の基準が上がっていて大変頼もしい限りであるという話

があった。ぜひ今年も、どのように学校が呼びかけて、子どもたち

がそれに参加しようとするのかわからないが、僕も私も何かをやっ
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てみようというような働きかけを校長会を通じてなり、理科の授業

を通じてなりしていただきたい。今年は科学のイベントというのか、

昨日の日食に始まり、６月には金星が太陽を横切ったり、その他も

ろもろあるようなので、ぜひそういう気を高めていただくような働

きがあったらいいのかと思っている。大変熱心に会議が進められて、

小金井の特色として定着していくといいのかと思っている。 

 以上、昨日参加させていただいたこと、ご報告させていただいた。 

 では、今後の日程についてお願いする。 

 

倉澤庶務係長  教育委員会の今後の日程について報告する。 

 東京都市町村教育委員会連合会第５６回定期総会が５月２４日

木曜日、午後２時から東京自治会館４階講堂でとり行われる。全委

員の出席をお願いする。東京都市町村女性教育委員研修会が６月２

６日火曜日、大変失礼した。時間については午前１０時からである。

加筆をお願いする。場所は武蔵野市立武蔵野プレイスでとり行われ

る。伊藤委員長、鮎川委員の出席をお願いする。第７回教育委員会

定例会が７月１０日火曜日、午後１時３０分から、８０１会議室で

開かれる。全委員の出席をお願いする。第８回教育委員会定例会が

８月１４日火曜日、午後１時３０分から、８０１会議室で開かれる。

全委員の出席をお願いする。第９回教育委員会定例会が８月２８日

火曜日、午後１時３０分から、８０１会議室で開かれる。全委員の

出席をお願いする。 

 報告は以上である。 

 

伊藤委員長   以上で報告事項はすべて終わったが、よろしいか。 

 では、本日の日程はすべて終了させていただく。 

 これをもって平成２４年第６回教育委員会定例会を閉会する。あ

りがとう。 

 

閉会 午後２時４８分 

 


